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１ 研究主題 

  道徳的実践力を高める「道徳の時間」の工夫 

 

２ 研究の概要 

   ４月２８日  第１回道徳部会 一年間の事業計画立案 

８月２１日  第２回道徳部会 講演会 

１１月１３日  道徳授業研究会参加（部員の佐藤家博教諭の授業公開） 

 

３ 研究の実際 

(1) ４月２８日 部会  ＜事業計画立案：村上市総合文化会館＞ 

   研究テーマや分担・活動計画について話し合った。講演会と授業研究という２つの活動を行うこ

とを確認した。 

 

(2) ８月２１日 研修会 ＜講演会「道徳の教科化に向けて」：村上市総合文化会館＞ 

    新潟教育研究所アドバイザーの石塚彰雄様から 

「道徳の教科化に向けて」と題してご講演をいた 

だいた。「これからの道徳の課題」「特別な教科と 

しての考え方」「評価の書き方」など、内容は多 

岐にわたった。会員からはわかりやすかったと大 

変好評で，有意義な研修となった。 

 

(3) １１月１３日 研修会 ＜授業公開と協議会：村上市立さんぽく北小＞ 

   さんぽく北小学校の道徳教育研究会における授 

業公開（授業者・６年・佐藤家博教諭）と協議会 

に参加した。（「のりづけされた詩」主題名「自分 

の心に誠実に」Ａ‐２正直・誠実） 

道徳スケールという考え方を用いて主人公の思 

いを考えさせ，児童に「問い」をもたせるという 

提案がなされた。児童が問いをもとに課題に向か 

って真剣に考える姿が見られた。 

 

４ 成果と課題 

 ○ 講演会では，「道徳の教科化」に向けて見通しをもつことができた。「特別な教科」としての考え 

方を知ることができた。これから各校で生かしていくことが課題となる。 

 ○ 授業公開や協議会を通して，道徳スケールをもとにした授業の展開について，その方法や価値に 

ついて学ぶことができた。 


